



















	方法
	結果と考察
	1.自己評価と部下評価が一致し，望ましい結果が得られたグループ
	2.自己評価と部下評価が一致しているが，きびしい結果が得られたグループ
	3.自己評価と部下評価が一致していないが，望ましい結果が得られたグループ
	4.自己評価と部下評価が一致せず，きびしい結果が得られたグループ
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